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高
橋
財
政
期
の
三
菱
重
工
業

は
じ
め
に

　
昭
和
恐
慌
（
一
九
二
九
～
三
三
年
）
に
疲
弊
し
て
い
た
日
本
資

本
主
義
は
、
管
理
通
貨
制
度
を
基
盤
と
す
る
高
橋
財
政
の
登
場

（
一
、
九
一
三
年
二
一
月
）
に
よ
っ
て
他
国
に
さ
き
が
け
て
恐
慌
か

ら
脱
出
し
た
。
こ
の
管
理
通
貨
制
度
の
確
立
（
恒
常
的
採
用
）
を

国
家
独
占
資
本
主
義
成
立
の
メ
ル
ク
・
マ
ー
ル
と
し
た
大
内
カ
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
は
、
そ
れ
以
前
の
独
占
資
本
主
義
と
国

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

家
独
占
資
本
主
義
を
明
確
に
区
別
し
た
点
で
秀
逸
な
議
論
と
い
え

よ
う
。
ま
た
、
以
後
の
国
家
独
古
資
本
主
義
の
研
究
水
準
を
飛
躍

的
に
高
め
た
点
で
も
大
内
説
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、

管
理
通
貨
制
度
を
挺
子
と
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
政
策
に
よ
り

国
家
が
資
本
・
賃
労
働
関
係
に
介
入
し
て
実
質
賃
金
を
切
り
下
げ
、

御
　
　
園

謙
　
　
吉

恐
慌
を
回
避
す
る
と
い
う
大
内
理
論
は
、
労
資
同
権
化
論
を
説
く

　
　
　
＾
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

加
藤
栄
一
氏
を
経
て
武
田
晴
人
氏
に
受
け
継
が
れ
、
金
融
資
本
的

組
織
化
に
よ
る
利
潤
獲
得
の
隈
界
を
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
政
策
に

よ
っ
て
カ
バ
ー
す
る
と
こ
ろ
に
国
家
独
占
資
本
主
義
の
歴
史
的
必

然
性
を
求
め
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
資
本
・
賃
労
働
関
係
に
重
点
を
置
く
大
内
理
論
に
依

拠
し
た
こ
の
よ
う
な
研
究
発
展
の
方
向
は
、
星
嘉
宗
彦
氏
の
大
内

説
批
判
を
考
慮
す
る
時
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
本
質
を
見
誤
る

危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
よ
う
な

大
内
説
に
よ
れ
ぱ
中
小
企
業
が
恐
慌
発
生
の
起
爆
者
で
あ
り
、
か

つ
そ
の
利
潤
率
が
回
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
金
体
が
恐
慌
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ら
脱
出
す
る
と
い
う
奇
妙
な
こ
と
（
国
家
独
占
資
本
主
義
で
あ
る

に
も
拘
ら
ず
独
占
資
本
が
景
気
循
環
の
脇
役
の
地
位
に
留
ま
る
）
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（
4
）

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
管
理
通
貨
制

度
は
、
需
要
不
足
に
悩
む
独
占
資
本
の
た
め
に
有
効
需
要
を
創
出

す
る
（
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ポ
リ
シ
ー
）
た
め
の
手
段
で
あ
り
、

こ
こ
に
国
家
独
占
資
本
主
義
政
策
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
国
家
独
占
資
本
主
義
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
観
点
か
ら
の
独
占
資
本
分
析
で
あ
る
。

た
と
え
実
質
賃
金
が
低
下
し
て
利
潤
獲
得
条
件
が
整
備
さ
れ
た
と

し
て
も
、
需
要
が
不
足
状
態
で
あ
れ
ぱ
「
命
が
け
の
飛
躍
」
は
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

成
で
き
ず
、
利
潤
の
獲
得
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
留
意
し
つ
つ
資
本
過
剰
説
の
立
場
に
立
っ
て
、
高
橋

財
政
を
画
期
に
管
理
通
貨
制
度
を
積
粁
と
し
て
構
築
さ
れ
た
国
家

独
占
資
本
主
義
的
蓄
稜
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
独
占
資
本
の
過
剰
資
本

を
処
理
・
吸
収
す
る
機
構
と
し
て
作
動
し
た
、
と
い
う
見
解
を
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

示
し
た
の
が
中
村
政
則
氏
で
あ
る
。
し
か
し
氏
の
論
考
で
は
独
上
］

資
本
の
分
析
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
く
、
過
剰
資
本
が
「
処
理
」

さ
れ
て
い
く
過
程
（
景
気
回
復
過
程
）
で
独
占
資
本
の
蓄
稜
内
容

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
似
移
行
の
契
機
を
独
占

資
本
側
か
ら
分
析
し
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
国
家
独
占
資
本
主
義

政
策
の
限
界
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公
償
消
化
の
困
難
性
・
悪
性
イ
ン

フ
レ
の
昂
進
（
ひ
い
て
は
国
家
財
政
の
破
綻
）
と
い
う
問
趨
の
検

討
も
表
面
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ウ
て
い
る
と
受
け
と
め
ざ
る
を
得

な
い
。
以
上
の
、
屋
嘉
氏
に
よ
る
大
内
説
批
判
か
ら
中
村
説
へ
と

続
く
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
展
開
の
中
で
要
講
さ
れ
る
の
は
、

独
占
資
本
の
経
営
分
析
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
右
の
課
題
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、
高
橘
財
政
期
（
一
九
三
一

年
～
三
六
年
）
に
お
い
て
、
代
表
的
大
璽
工
業
企
業
で
あ
る
三
菱

造
船
（
三
菱
璽
工
業
）
が
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ポ
リ
シ
ー
が
展
開

さ
れ
る
中
で
如
何
な
る
企
業
行
動
を
採
り
、
ど
の
よ
う
な
経
営
体

質
を
持
つ
に
至
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
趨
と
す
る
。

同
社
が
当
該
期
日
本
の
代
表
的
重
工
業
企
業
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
説
明
の
要
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
場
合
、
本
稿
の
目
的
か
ら
し

て
同
社
自
身
の
経
営
内
容
の
変
化
に
加
え
て
「
波
及
効
果
」
も
重

要
な
分
析
対
象
と
な
り
得
る
が
、
資
料
的
隈
界
か
ら
そ
の
点
は
解

明
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
国
家
独
占
資

本
主
義
の
成
立
当
初
か
ら
三
菱
造
船
（
三
菱
重
工
業
）
に
は
新
た

な
矛
盾
が
胚
胎
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

　
（
1
）
　
大
内
カ
『
国
家
独
占
資
本
主
義
』
（
東
大
出
版
会
一
九
七
〇
年
）
。

　
（
2
）
　
加
藤
栄
一
『
ワ
イ
マ
ル
体
制
の
経
済
構
造
』
（
東
大
出
版
会
、
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一
九
七
三
年
）
、
「
現
代
資
本
主
義
の
歴
史
的
位
置
」
（
『
経
済
セ
、
ミ
ナ

　
ー
』
一
九
七
四
年
二
月
号
）
。

（
3
）
　
武
田
踊
人
「
一
九
二
〇
年
代
史
研
究
の
方
法
に
関
す
る
覚
薔
」

　
（
『
歴
史
挙
研
究
』
四
八
六
号
、
一
九
八
○
年
一
一
月
）
。

（
4
）
　
屋
嘉
宗
彦
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
発
生
根
拠
と
そ
の
本
質
的

　
機
能
－
大
内
力
氏
の
国
家
独
占
資
本
主
義
諭
の
検
討
1
」
（
『
一

　
橘
諭
叢
』
第
七
〇
巻
第
二
号
、
一
九
七
三
年
八
月
）
。

（
5
）
　
目
本
経
済
史
研
究
者
の
多
く
は
、
屋
嘉
氏
が
つ
い
た
こ
の
犬
内

　
説
の
理
論
的
欠
陥
を
無
視
し
て
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
を
進
め
て

　
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
こ
こ
で
述
ぺ
た
こ
と
に
十
分
留
意
す
ぺ
き

　
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
6
）
　
中
村
政
則
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
成
立
」
（
『
体
系
・
日
本
現

　
代
史
〈
4
〉
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
九
年
）
。

二
　
昭
和
恐
慌
期
の
三
菱
造
船
と
三
菱
航
空
機

　
第
一
次
大
戦
後
、
独
占
的
造
船
資
本
は
海
運
不
況
と
軍
縮
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

め
に
過
剰
生
産
カ
を
現
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
世
界
大
恐
慌
に
よ
る

世
界
貿
易
の
縮
小
、
金
解
禁
に
よ
る
海
運
界
の
打
撃
お
よ
ぴ
軍
縮

条
約
下
で
緊
縮
財
政
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
ウ
て
、
造
船
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

は
二
九
～
三
一
年
に
は
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
二
九
年
第
4
四
半
期
以
降
、
建
造
中
船
舶
総
ト
ン

数
は
減
少
し
始
め
、
三
〇
年
末
に
は
一
年
前
の
半
分
以
下
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

翌
年
半
ぱ
に
は
さ
ら
に
半
減
し
た
。
ま
た
三
〇
年
半
ぱ
の
時
点
で

産
業
審
議
会
は
、
造
船
業
職
工
の
四
分
の
一
（
二
一
、
四
〇
〇
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

が
過
剰
職
工
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
状
況
下
で

主
要
造
船
会
社
（
三
菱
造
船
・
川
崎
造
船
・
石
川
島
造
船
・
大
阪

鉄
工
所
・
浦
賀
船
渠
・
函
館
船
渠
・
横
浜
船
渠
の
七
社
）
の
利
益

率
は
三
〇
年
以
降
低
落
し
始
め
、
三
二
年
下
期
ま
で
に
は
浦
賀
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

函
館
を
除
い
て
全
て
欠
損
を
生
じ
、
ま
た
、
三
一
年
上
期
以
降
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

年
間
は
こ
の
二
社
を
除
い
て
無
配
当
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
三
菱
造
船
に
お
い
て
も
事
態
は
同
様
で
あ
っ
た
。
受
注
に
つ
い

て
は
三
〇
年
半
ぱ
頃
か
ら
事
情
が
悪
化
し
始
め
、
三
二
年
一
月
の

上
海
事
変
後
、
注
文
は
殆
ど
杜
絶
し
た
。
こ
の
間
、
長
崎
造
船
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

で
は
三
〇
年
六
月
か
ら
一
、
三
〇
〇
名
、
次
い
で
同
年
二
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

は
さ
ら
に
一
、
九
〇
〇
余
名
の
職
工
を
整
理
し
て
お
り
、
表
1
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
全
職
工
数
は
三
二
年
半
ぱ
ま
で
ほ
ぼ
低
下
の
一

途
を
辿
っ
て
い
た
。
作
業
時
間
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

利
益
率
は
表
2
C
欄
左
側
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
低
下
し
続
け
、
三

二
年
上
期
（
一
一
二
年
二
月
～
三
二
年
四
月
）
に
は
つ
い
に
欠
損

を
出
し
た
。
そ
し
て
こ
の
直
後
、
「
今
回
航
空
機
会
社
（
三
菱
航

空
機
の
こ
と
　
　
筆
者
）
・
：
注
文
殺
到
、
工
事
全
能
カ
ヲ
発
撞
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ル
モ
到
底
消
化
シ
切
レ
ス
…
付
テ
ハ
時
節
柄
当
社
二
於
テ
モ
エ
事
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“
　
｝
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

■
下
請
、
機
械
並
ビ
ニ
職
エ
ノ
融
通
ヲ
為
ス
等
出
来
ル
丈
ケ
協
カ

　
　
　
＾
9
〕

援
助
ヲ
為
ス
L
（
傍
点
筆
者
）
事
を
予
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

事
態
に
ま
で
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
・
次
に
三
菱
航
空
機
の
状
況
を
同
じ
く
表
2
で

概
観
し
よ
う
。
当
時
の
航
空
機
産
業
は
、
三
〇
年
一
一
月
の
閣
議

で
第
一
次
海
軍
補
充
計
画
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
各

種
の
工
業
が
不
振
の
際
、
最
近
に
お
け
る
航
空
機
製
造
工
業
は
…

活
況
を
呈
し
従
来
附
帯
事
業
と
し
て
の
意
議
し
か
な
か
っ
た
該
工

表1労働関係指標

年・月 職工数 賃金 月 収川
（人）

労働時閲｛＾
実額（円） 指数 （時間）

1928． 6 14992 64．70 100 10．17

12 15415 61．74 95 10．60

29． 6 15493 65．89 102 10．25

12 ユ5549 60．40 93 10．08

30． 6 14872 61．95 96 9．89

12 10923 52．32 81 9．49

31． 6 10ア57 58．93 91 9．73

12 1054ア 51．74 80 9．6ア

32． 6 10920 60．61 94 10．24

12 10620 61，22 95 10．84

33、 6 11424 67．13 104 10．87

12 12933 60．30 93 11．17
一い

34． 6 21534 72．66 112 11．28

12 23467 74．58 115 11．48

35． 6 23319 73．12 113 11，00

12 26510 72．45 112 10．95

36． 6 29268 75．15 116 11．03

12 32661 70．5ア 109 11．2ア 業
は
今
や
完
全
に
狼
立
の
重
工
業
と
し
て
大
飛
躍
を
見
ん
と
し
て

　
＾
聖

ゐ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
三
菱
航
空
機
も
大
恐
慌
以
前
の
利

益
率
水
準
を
維
持
し
た
上
で
設
備
投
資
も
行
う
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
三
二
年
度
の
航
空
機
機
体
の
受
注
高
が
一
挙
に

二
．
四
倍
に
増
大
す
る
と
（
表
3
）
同
社
は
多
額
の
設
備
投
資
を

行
っ
た
。
そ
れ
は
ま
ず
三
二
年
二
月
、
「
弊
社
創
立
以
来
軍
用
航

空
器
材
製
作
工
場
ト
シ
テ
海
軍
御
当
局
ノ
御
要
望
二
副
奉
ル
…
処

時
局
二
鑑
ミ
今
後
愈
々
航
空
国
防
充
実
ノ
必
要
ヲ
痛
感
」
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

（出所）三菱重工棄株式会社所蔵『職工統計』各雫版。

（注）（1）　出鋤目致が20日以上の者で，賃金臨時手当を舎

　　　　　む。

　　　（2）1人1目の平均作棄時間。

　　　（3）三菱航空機との合併による増大が8割を占める。

名
古
屋
製
作
所
第
一
金
属
工
場
を
増
築
し
た

こ
と
に
始
ま
り
、
翌
月
に
は
更
に
一
時
的
増

員
、
設
備
増
強
な
ど
を
旨
と
す
る
整
備
方
針

　
　
　
　
　
　
＾
望

が
急
遼
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
六
月
に

は
名
古
屋
・
東
京
両
製
作
所
の
本
楕
的
拡
張

を
目
指
し
て
合
計
約
一
四
〇
万
円
の
設
備
投

資
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、

満
州
、
上
海
両
事
変
を
契
機
と
し
て
同
社
は

「
横
極
的
増
産
期
二
入
リ
、
昭
和
七
年
度
陸

海
軍
註
文
予
定
額
ハ
ー
・
常
時
ノ
ニ
倍
以
上
二

達
シ
両
製
作
所
共
現
状
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

能
カ
著
シ
ク
不
足
ヲ
告
グ
ル
ニ
至
」
っ
た
こ
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一橋論叢第96巻第3号（100）一

表2三菱造船と三菱航空機の営薬状況比較（1929年～合併）
　　　　　（A－C各欄　左：三菱造船，右：三菱航空機）

A．設備投資承 B．Aの平均総
年 期 資本在高に対 C。総資本利益

認額（千円）
する害合（％） 率　（％）

1929 上

’
975 二 4．50 2．8 2．8

下

■ 一 ’ ’
3，1 2．♂

1930 上

’ 一 ’ 一
2．1 2．8

下

■
450

■
2．08 0．7 2．8

1931 上

■
310

’
1．46 0．5 2．9

下 259 73 0．29 0．37 0，2 2．5

1932 上

‘ ■ ■ 一
△0，6 3．O

下

■
2，880

‘
10．35 0．7 2．7

1933 上

■
2，289

■
7，56 0．9 4．O

下 1，000 243 1，19 O，69 2．1 4．8

1934 上 2，252

■
2．57

一
4．4 4．4

下 2，365 （合併） 1．68 （合併） 4．0 （合併）

（出所）　　『三姜董｛土孟吉』　奮茗35I　36巻o

（漉〕上期＝前年11月1目一当年4月1圓；下期昌当年5月1日〕10月30目。

　但し1934年下期1まフ月1日一12月31乱1934年中郷（5月1日一6月30
　　目）は省略Lたが，この期に設備投質の承認はなされていないo

表3　航空機機体・発動機の受注・生産量

年 航　空　機　機　体 発 動 機

度 受注金額　受注機数　生産機数 受注金額 受注機数 生産機数
（千円） （千円）

1930 4，8卑4 6ア 67

31 3，879 6ア 6ア

32 9，453 181 181 6，781 245 ユ72

33 13，256 191 191 ア，429＊ 274 206

34 13，982 221 221 5，999＊ 303 288

35 18，151 199 191 6，1η＊ 239 145

36 13，ア76 111 104 7，270＊ 249 236

（出所）三菱重工葉株式会社所蔵『祉史費料』補遣編r三菱航空機略史」。

（注）空欄は不明。‡印の値は推算値。この算出方法は以下の通り。資料では各欄の値は瞳

　海車別に配繊されているが。33－36年度の陸軍向発鋤機の受注金額については不明で
　あった。そこで，数値が嗣鮫されていた3ア年度以降の陸軍向発肋機の平均価樒の動き

　は海軍向のそれと同様であることから，33－36年度の陸軍向発囲漉の受注金額は，32
　年度の平均価楕に，海軍向発醐駿平均価柁の当該年度中の上昇率を粟じて算出した。

　　この値と，記繊されていた海軍向発動機の受注金額との和か‡印の値である。
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（101）高橋財政期の三菱重工業

と
で
あ
っ
た
。
他
方
、
職
工
数
も
二
九
年
末
の
一
、
八
〇
五
名
か

ら
三
二
年
六
月
に
は
二
、
九
二
〇
名
、
三
三
年
末
に
は
七
、
〇
五

三
名
へ
と
増
大
し
て
ゆ
き
、
ま
た
作
業
時
間
（
一
人
一
日
平
均
）

も
二
九
年
末
の
一
〇
・
二
二
時
間
か
ら
三
三
年
末
に
は
一
一
・
六

　
　
　
　
　
　
＾
＾
）

二
時
間
に
ま
で
増
加
し
た
。
つ
ま
り
、
上
海
事
変
の
影
響
は
三
菱

造
船
と
三
菱
航
空
機
で
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
恐
慌
下
の
三
菱
造
船
と
三
菱
航
空
機
の

営
業
状
況
は
好
対
照
で
あ
っ
た
。
次
項
で
み
る
よ
う
に
、
三
菱
造

船
は
不
況
脱
出
期
に
こ
の
よ
う
な
好
成
綬
の
三
菱
航
空
機
を
合
併

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
1
）
　
橘
本
寿
朗
「
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
造
船
資
本
の
蓄
稜
構

　
　
造
」
（
『
土
地
制
度
史
挙
』
第
六
七
号
、
一
九
七
五
隼
）
。

　
（
2
）
　
橘
本
寿
朗
「
一
九
三
〇
年
代
の
造
船
工
業
」
〔
一
〕
～
〔
三
〕

　
　
（
『
電
気
通
信
大
学
学
報
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
〇
巻

　
　
第
一
号
所
収
、
以
下
、
本
論
文
を
橋
本
第
二
論
文
と
記
す
）
中
、

　
　
〔
一
〕
お
よ
ぴ
〔
二
〕
1
二
六
七
頁
。

　
（
3
）
　
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
三
一
年
臨
時
増
刊
号
二
二
三
頁
。

　
（
4
）
　
大
阪
朝
日
新
聞
三
〇
年
八
月
二
一
日
付
。

　
（
5
）
　
東
洋
経
済
『
株
式
会
社
年
鑑
』
各
年
版
に
よ
る
。

　
（
6
）
　
第
二
六
～
二
九
期
（
三
〇
年
五
月
～
三
二
年
四
月
）
「
三
菱
造

　
　
船
営
業
報
告
書
」
に
よ
る
。

　
（
7
）
注
（
4
）
に
同
じ
。

（
8
）
　
三
菱
杜
誌
史
刊
行
会
編
『
三
菱
社
誌
』
（
蒐
大
出
版
会
、
一
九

　
八
一
年
）
第
三
五
巻
四
一
五
頁
。

（
9
）
　
三
菱
巫
工
業
株
式
会
社
所
蔵
『
社
史
資
料
』
（
和
文
タ
イ
プ
、

　
一
九
五
五
年
）
三
二
年
版
六
月
十
目
付
。

（
1
0
）
　
報
知
新
聞
三
〇
年
一
一
月
二
七
日
付
。

（
u
）
　
前
掲
『
社
史
資
料
』
三
二
年
版
二
月
一
七
日
付
「
在
名
古
星
海

　
軍
首
席
監
督
官
へ
の
工
場
増
築
報
告
」
。

（
1
2
）
　
同
前
同
年
版
三
月
付
「
航
空
機
名
古
星
製
作
所
急
速
整
備
（
海

　
軍
関
係
）
概
報
」
。

（
1
3
）
　
前
掲
『
三
菱
社
誌
』
第
三
六
巻
六
六
三
頁
。

（
1
4
）
　
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
所
蔵
『
職
工
統
計
』
各
年
版
。

三
　
三
菱
重
工
業
の
成
立
過
程

　
造
船
業
を
不
況
か
ら
脱
出
さ
せ
た
最
も
重
要
な
要
因
は
、
周
知

の
よ
う
に
「
船
舶
改
善
助
成
施
設
」
（
時
局
匡
救
事
業
の
一
環
で
、

老
齢
船
を
解
体
し
て
新
船
を
建
造
す
る
場
合
に
政
府
が
助
成
金
を

支
給
す
る
も
の
。
以
下
、
「
施
設
」
と
記
す
。
）
で
あ
る
。
「
施
設
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
次
の
点
を
指
摘
し
て
お

こ
う
。

　
第
一
次
「
施
設
」
が
開
始
さ
れ
た
三
二
年
十
月
一
日
直
後
の
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

船
計
画
は
不
調
で
あ
っ
た
が
、
同
年
末
ま
で
に
は
改
善
さ
れ
、
十

二
月
の
工
事
中
船
舶
は
六
万
七
千
ト
ン
に
お
よ
ん
だ
。
そ
し
て
こ
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の
時
点
で
既
に
三
二
年
度
分
五
万
ト
ン
は
充
分
満
た
し
て
余
り
あ

　
　
　
　
＾
ヨ
）

る
事
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
有
効
需
要
創
出
政
策
で
あ
る
「
施
設
」

の
効
果
は
迅
速
で
あ
り
、
三
菱
造
船
で
も
第
三
一
期
（
二
＝
一
年
一

一
月
～
三
三
年
四
月
）
に
お
い
て
「
船
舶
改
善
助
成
施
設
二
基
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

引
合
イ
ァ
リ
為
メ
ニ
各
種
ノ
受
註
工
事
著
敷
増
加
」
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
翌
三
二
期
末
（
…
二
年
十
月
）
に
は
、
長
崎
造
船
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

の
増
設
（
一
〇
〇
万
円
分
）
を
決
定
し
た
。
第
一
次
「
施
設
」
に

よ
っ
て
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
は
、
第
一
船
（
三
三
年
七
月
竣
工
）

か
ら
第
十
三
船
（
三
五
年
三
月
竣
工
）
ま
で
に
計
八
万
ト
ン
の
船

舶
を
建
造
し
た
。
こ
れ
は
第
一
次
「
施
設
」
、
全
体
の
四
割
に
あ
た

り
、
三
菱
が
首
位
で
あ
ウ
た
。
（
第
二
次
、
三
次
「
施
設
」
は
第

一
次
よ
り
規
模
は
縮
小
し
た
。
三
菱
建
造
分
は
各
々
、
一
隻
七
、

四
〇
〇
ト
ン
、
全
体
の
一
五
％
、
四
隻
二
六
、
O
○
○
ト
ン
、
同

　
　
　
　
　
＾
6
）

五
二
％
で
あ
っ
た
。
）
三
菱
造
船
の
商
船
建
造
高
は
三
二
年
を
ボ

ト
ム
に
以
降
増
大
し
て
い
っ
た
が
、
「
施
設
」
に
よ
る
船
舶
建
造

高
が
、
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
の
竣
工
商
船
全
体
の
な
か
で
ど
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

ぐ
ら
い
の
比
重
を
占
め
て
い
た
か
を
三
三
年
～
三
七
年
に
つ
い
て

表
4
で
み
よ
う
。
三
四
年
（
但
し
一
年
ニ
ケ
月
分
）
で
は
全
体
の

七
割
を
占
め
、
翌
年
も
過
半
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

次
「
施
設
」
に
よ
る
建
造
商
船
の
竣
工
時
は
三
六
年
以
降
で
あ
り
、

表4船舶改善助成施設による船舶竣工高

A. ~~~e:C~~i~p~ B. A a)F~J, 
~
~
 

~~; h y~C r~~~~j t; ~ 
C. B~A 

(t) ~ ~> (t) (~) 

1933 31,939 7,504 23 

34 s5,649 40,341 72 

35 55,258 3 1 ,604 57 

36 63,063 7,387 12 

37 148,282 25,891 17 

AI:::~t 354,191 1 12,727 l
 

32 

（出所）運輸省船舶局監修『造船要覧j　p，56およぴ『三菱社誌』

　　　より作成。

（注〕33年は32年11月より33年10月までの1年閥，34年はヨ3

　　年11月より34隼12月まで。35年以降肚各年1月よ012
　　月までの竣工高てある。

表
2
の
よ
う
に
利
益
率
が
三
四
年
上
期
に
本
格
的
に
回
復
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
第
一
次
「
施
設
」
は
三
菱
造
船
の
不
況
脱
出
に
と

っ
て
衝
撃
的
効
果
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

　
一
方
、
こ
の
時
期
の
艦
艇
建
造
に
つ
い
て
は
海
軍
第
二
次
補
充

計
画
が
問
題
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
計
画
が
三
菱
造
船
に
与
え
た

影
響
を
述
べ
よ
う
。
三
菱
造
船
は
三
四
年
二
月
に
次
の
よ
う
な
方

針
を
決
定
し
た
。
三
四
年
度
の
「
予
算
案
議
会
通
過
ノ
暁
吾
社
二
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発
註
セ
ラ
ル
ヘ
キ
海
軍
関
係
工
事
ハ
当
局
ノ
内
示
ニ
ヨ
レ
ハ
頗
ル

多
額
ノ
見
込
ミ
且
ツ
期
間
極
メ
テ
短
キ
ヲ
以
テ
・
－
設
備
機
械
急
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

拡
張
（
概
算
金
二
一
〇
万
円
）
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
L
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

を
受
け
て
翌
三
月
に
は
合
計
二
二
五
万
円
の
支
出
が
確
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
翌
四
月
に
は
こ
の
計
画
に
よ
る
受
注
の
た
め
に
九
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

の
設
備
増
設
費
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
が
建

造
し
た
艦
艇
は
合
計
約
二
万
排
水
ト
ン
、
価
樒
は
七
、
六
三
七
万

　
　
歪
）

円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
一
次
「
施
設
」
に
よ
る
建
造
商
船
は

合
計
約
八
万
総
介
ン
、
価
楮
は
一
九
、
五
七
万
円
で
あ
る
。
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
〕

の
艦
艇
価
格
は
製
造
側
に
と
っ
て
不
利
で
あ
り
、
他
方
、
こ
の
期

に
商
船
価
格
が
上
昇
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
利
潤
獲
得

の
面
か
ら
み
れ
ぱ
、
前
者
は
後
者
ほ
ど
の
意
義
を
も
っ
て
い
た
と

は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
工
事
量
で
は
前
者
は
後
者
と
ほ
ぼ
同

じ
（
一
排
水
ト
ン
『
約
五
総
ト
ン
と
し
て
計
算
）
で
あ
る
が
、
総

価
格
で
は
後
者
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お
り
、
小
規
模
な
が
ら
前

者
に
よ
っ
て
も
設
備
投
資
が
決
定
さ
れ
（
表
2
B
欄
）
、
か
つ
、

そ
の
投
資
が
準
備
さ
れ
た
頃
に
三
菱
航
空
機
と
の
合
併
が
企
画
さ

£
〕

れ
た
。
こ
の
点
は
次
に
述
べ
る
合
併
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
三
菱
航
空
機
と
の
合
併
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
の
は
、
海
軍
第

二
次
補
充
計
画
に
よ
る
発
注
を
受
け
て
二
二
五
万
円
の
投
資
を
決

定
し
た
の
と
同
じ
く
、
三
四
年
三
月
の
定
例
取
締
役
会
に
お
い
て

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
当
会
社
上
二
菱
航
空
機
株
式
会
社
ト

ハ
事
業
上
沿
革
的
二
関
係
深
ク
且
ツ
近
似
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
・
：

費
本
ヲ
合
同
シ
…
事
業
ヲ
統
制
経
営
シ
互
二
業
礎
ノ
安
定
及
将
来

ノ
発
展
二
備
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
得
策
ト
ス
。
他
方
、
資
本
合
同
後
株
式

一
部
公
開
ノ
挙
二
出
ツ
ル
コ
ト
ハ
之
亦
時
勢
ノ
進
運
二
副
フ
所
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
）

モ
考
フ
ル
ニ
付
愈
両
杜
合
併
ノ
コ
ト
ト
シ
」
た
の
で
あ
る
。
合
併

の
動
機
に
つ
い
て
は
、
（
一
）
両
社
の
技
術
・
作
業
の
類
似
性
、

（
二
）
設
備
・
作
業
の
繁
闘
に
差
が
あ
り
、
両
社
が
独
立
し
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
（
三
）

こ
れ
を
機
に
株
式
公
開
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
以
上
の
こ
と
で

「
各
種
ノ
製
作
工
業
二
向
ヒ
テ
大
二
積
極
的
進
出
ヲ
企
画
」
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
〕

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
一
）
・
（
二
）
は
相
互
補
完
性
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

う
こ
と
で
あ
る
が
、
合
併
理
由
の
重
点
を
こ
こ
に
置
く
の
で
は
、

な
ぜ
三
四
年
初
頭
と
い
う
時
期
に
合
併
に
向
か
っ
て
具
体
的
に
動

き
出
し
た
か
は
説
明
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
技
術
・
設
備
・

作
業
の
類
似
性
ゆ
え
な
ら
ぱ
よ
り
以
前
に
含
併
す
べ
く
動
き
出
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
三
菱
造
船
の
利
益
率
は
…
二
年
下
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期
以
降
回
復
に
向
か
っ
て
お
り
（
表
2
）
、
職
工
数
も
増
大
し
始

め
て
い
た
（
表
1
）
か
ら
不
況
の
造
船
を
航
空
機
で
補
う
と
い
う

意
図
も
強
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
合
併
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
〕

は
社
内
外
か
ら
反
対
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
岩
崎
小
弥
太
が

「
国
防
の
将
来
を
思
へ
ぱ
両
社
の
合
併
は
是
非
と
も
実
現
せ
ね
ぱ

　
　
＾
1
9
〕

な
ら
ぬ
」
と
し
て
合
併
強
行
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
消
極
的
動
機
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
。
従
っ
て
、
合
併
動

機
の
重
点
は
（
三
）
お
よ
ぴ
「
積
極
的
進
出
」
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
軍
第
二
次
補
充
計
画
に
よ
っ
て
三
菱
造
船

に
も
資
金
需
要
が
増
加
し
て
き
た
反
面
、
三
菱
本
社
は
他
の
方
面

で
も
多
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
唯
一
の
金
融
機
関
で
あ
る
三

菱
銀
行
の
融
資
カ
に
も
隈
界
が
あ
っ
。
た
こ
と
と
、
三
菱
本
社
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

て
は
銀
行
の
融
資
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
方
針
で
あ
ウ
た
事
情
か

ら
（
三
）
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
事
業
の
基
礎
が
強

固
と
な
り
、
株
式
の
公
開
を
し
て
も
投
資
家
が
安
心
し
て
株
式
を

所
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
実
行
が
決
断
さ
れ
た
の
で

＾
2
1
〕

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
、

合
併
の
最
大
か
つ
直
接
的
要
因
で
あ
る
。
従
っ
て
海
軍
第
二
次
補

充
計
画
は
、
三
菱
航
空
機
が
既
に
活
況
を
呈
し
て
い
た
こ
と
と
並

ん
で
、
三
菱
造
船
が
景
気
回
復
過
程
に
乗
り
始
め
て
い
た
頃
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憂
）

社
に
一
層
の
飛
躍
を
図
ら
せ
た
契
機
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
合
併
に
よ
り
六
工
場
を
以
て
主
に
艦
船
、
航
空
機
、
発
動

機
を
製
造
す
る
一
大
重
工
業
企
業
が
出
現
し
た
。
含
併
後
は
直
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
〕

に
「
相
当
良
好
ノ
業
繍
ヲ
挙
」
げ
始
め
、
総
費
本
回
転
率
は
三
五

年
下
期
に
、
同
利
益
率
は
翌
期
に
各
々
一
五
年
戦
争
期
中
の
最
高

水
準
に
達
し
た
（
各
々
○
・
七
二
、
五
・
四
％
。
但
し
表
2
と
同

じ
く
、
三
四
年
中
期
は
二
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
な
の
で
除
外
）
。

前
述
の
よ
う
に
こ
の
営
業
成
綬
の
好
転
は
第
一
次
「
施
設
」
の
影

響
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
合
併
後
三
五
年
末
ま
で
に
第
一
次

「
施
設
」
に
よ
っ
て
竣
工
さ
れ
た
商
船
の
建
造
価
格
合
計
は
一
八
、

　
　
　
　
　
　
＾
刎
）

八
五
五
千
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
「
優
秀
資

本
」
三
菱
航
空
機
を
と
り
入
れ
た
結
果
に
よ
る
増
収
分
、
す
な
わ

ち
三
四
、
三
五
年
度
の
航
空
機
関
係
製
作
品
の
価
格
合
計
は
四
〇
、

　
　
　
　
　
　
＾
％
）

八
七
四
千
円
で
あ
る
。
比
較
の
仕
方
が
少
々
荒
い
が
、
後
者
は
前

者
の
二
倍
以
上
の
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
三
菱
航
空
機
を
合
併
し
た

こ
と
は
、
三
菱
造
船
に
と
っ
て
第
一
次
「
施
設
」
以
上
の
意
義
が

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
o

　
さ
て
、
高
橋
財
政
期
の
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
の
企
業
行
動
で

こ
こ
で
も
う
一
点
指
摘
す
ぺ
き
は
三
五
年
一
一
月
に
横
浜
船
渠
を

合
併
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
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な
い
の
は
、
こ
の
合
併
は
「
買
収
」
と
看
傲
す
ぺ
き
も
の
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
菱
重
工
業
は
横
浜
船
渠
の
資
産
・
負

債
を
五
〇
〇
万
円
と
見
積
っ
て
同
額
分
を
増
資
し
、
ま
た
横
浜
船

渠
の
そ
の
他
の
財
産
、
債
権
・
債
務
を
三
九
九
万
円
で
引
き
取
っ

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
合
併
は
、
三
菱
重
工
業
の
拡
張
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
％
）

形
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
併
に
よ
り
三
菱
重
工
業

は
西
に
偏
し
て
い
た
船
舶
部
門
を
東
に
も
進
出
さ
せ
た
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
メ
リ
ヅ
ト
は
特
に
、
横
浜
船
渠
の
船
舶
修
理
能
カ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

関
東
の
造
船
会
杜
中
最
も
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
合

併
の
数
力
月
後
の
三
六
年
上
期
（
同
年
一
～
六
月
）
に
は
こ
の
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鵬
）

併
が
業
繍
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
金
子
栄
一
編
『
現
代
産
業
発
達
史
〔
服
〕
造
船
』
二
二
三
～
二

　
四
七
頁
、
三
和
良
一
「
高
橘
財
政
期
の
経
済
政
策
」
（
東
犬
社
研
編

　
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
国
家
と
社
会
〔
2
〕
戦
時
日
本
経
済
』
所
収
）

　
一
二
三
～
二
一
四
頁
、
橋
本
第
二
諭
文
〔
三
〕
1
一
〇
九
～
一
一
四

　
頁
。

（
2
）
　
船
舶
改
善
協
会
が
十
月
一
日
か
ら
半
月
間
に
受
け
付
け
た
造
船

　
計
画
は
、
三
井
物
産
船
舶
部
の
七
六
〇
〇
ト
ン
貨
物
船
一
隻
の
み
で

　
あ
う
た
（
大
阪
時
事
新
報
三
二
年
十
月
十
六
日
付
）
。

（
3
）
　
前
掲
金
子
編
書
二
二
八
頁
。

（
4
）
　
前
掲
『
三
菱
社
誌
』
第
三
六
巻
八
〇
四
貫
。

（
一
〇
）
　
前
掲
『
社
史
資
料
』
三
三
年
版
十
月
十
目
定
例
取
締
役
会
議
事

　
録
。

（
6
）
　
以
上
、
運
輸
省
船
舶
局
監
修
『
造
船
要
覧
』
（
一
九
五
三
年
）

　
五
六
員
よ
り
。

（
7
）
　
第
一
次
～
第
三
次
「
施
設
」
に
よ
る
建
造
商
船
が
竣
工
し
た
時

　
期
。

（
8
）
　
前
掲
『
三
菱
社
誌
』
中
、
各
期
〕
二
菱
造
船
（
重
工
業
）
株
式

　
会
社
概
況
L
お
よ
ぴ
前
掲
『
造
船
要
覧
』
五
六
頁
よ
h
・
。

（
9
）
～
（
1
1
）
　
前
掲
『
社
史
資
料
』
三
四
年
版
各
月
定
例
取
締
役
会
議

　
事
録
。
（
（
1
0
）
・
（
u
）
は
前
掲
『
三
菱
社
誌
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

　
る
。
）

（
1
2
）
　
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
編
『
海
軍
軍
戦
傭
く
一
v
』
四
二

　
二
－
四
二
三
、
四
三
二
：
四
三
五
頁
よ
り
。

（
1
3
）
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
三
四
年
一
月
一
日
号
六
八
頁
お
よ
ぴ
三
四

　
年
三
月
一
日
号
一
四
〇
頁
で
は
、
建
艦
に
際
し
て
単
価
切
り
下
げ
が

　
条
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
橘
本
氏
は

　
こ
の
点
を
藤
永
田
造
船
所
の
事
例
で
実
証
し
て
い
る
（
橘
本
第
二
論

　
文
〔
二
〕
1
二
七
九
～
二
八
O
頁
）
。

（
1
4
）
　
「
此
の
問
題
（
三
菱
航
空
機
と
の
合
併
問
題
　
　
筆
者
）
も
社

　
長
（
岩
崎
小
弥
太
　
　
筆
者
）
の
腹
案
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
か
も
し

　
れ
な
い
が
、
我
々
の
間
に
内
輸
話
の
出
た
の
は
昭
和
九
年
の
始
め
頃

　
で
あ
っ
た
」
（
前
掲
『
社
史
資
料
』
別
巻
『
懐
旧
録
』
中
、
郷
古
潔

　
「
余
の
追
憶
」
）
。

（
∬
）
注
（
1
0
）
に
同
じ
。
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（
1
6
）
　
前
掲
『
三
菱
社
誌
』
第
三
六
巻
八
八
四
～
八
八
五
員
（
「
三
菱

　
重
工
業
会
社
創
設
趣
意
通
知
」
）
。

（
1
7
）
　
橘
本
第
二
論
文
〔
三
〕
1
二
＝
一
－
二
＝
二
頁
お
よ
ぴ
三
島
康

　
雄
編
『
三
菱
財
閥
』
（
目
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
二
三
二

　
頁
。

（
1
8
）
　
経
済
企
画
庁
調
査
局
調
査
課
『
三
菱
財
閥
に
お
け
る
資
金
調
達

　
と
支
配
』
一
四
〇
頁
。

（
1
9
）
　
『
岩
崎
小
弥
太
伝
』
二
三
四
貫
。

（
2
0
）
　
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編
『
三
菱
重
工
業
株
式
会

　
社
史
』
六
九
員
。

（
2
1
）
　
『
菓
洋
経
済
新
報
』
三
四
年
四
月
二
一
日
号
二
五
頁
。
も
ち
ろ

　
ん
財
閥
批
判
へ
対
応
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

（
2
2
）
　
橘
本
氏
は
、
一
一
三
年
度
追
加
計
画
と
海
軍
第
二
次
補
充
計
画
の

　
う
ち
民
間
発
注
分
は
（
前
者
の
規
模
は
徴
小
。
但
し
橋
本
第
二
論
文

　
〔
二
〕
1
表
二
四
に
こ
の
分
は
算
入
さ
れ
て
い
な
い
）
三
菱
、
川
崎

　
浦
賀
、
藤
永
田
の
四
社
が
独
占
し
た
が
、
発
注
高
が
最
大
の
三
菱
で

　
も
建
造
能
カ
に
比
ぺ
れ
ぱ
大
き
な
も
の
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る

　
（
橋
本
第
二
論
文
〔
二
〕
1
二
七
九
貫
）
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
、
海
軍

　
の
発
注
条
件
が
厳
格
で
あ
っ
た
・
か
ら
、
兵
傭
改
善
費
は
「
独
占
的
造

　
船
資
本
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
作
用
を
も
つ
に
と
ど
ま
っ
た
と
み
ら

　
れ
る
」
（
同
前
二
八
○
員
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
犬
き
な
も

　
の
で
な
」
か
っ
た
に
せ
よ
こ
の
発
注
に
よ
り
多
少
な
り
と
も
設
傭
が

　
拡
犬
さ
れ
、
ま
た
こ
こ
で
述
ぺ
た
こ
と
か
ら
「
と
ど
ま
っ
た
」
と
す

　
る
の
は
、
三
菱
造
船
に
つ
い
て
は
些
か
評
個
が
低
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
旗
手
氏
は
海
軍
第
二
次
補
充
計
画
に
伴
っ
て
「
三
菱

　
造
船
も
蘇
生
し
た
」
（
旗
手
勲
『
日
本
の
財
閥
と
三
菱
』
楽
漉
書
房
、

　
一
九
七
八
年
、
三
六
三
頁
）
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は

　
以
上
で
述
ぺ
た
こ
と
か
ら
逆
に
過
大
評
個
と
い
え
よ
う
。

（
2
3
）
　
前
掲
『
三
菱
社
誌
』
第
三
六
巻
九
三
六
頁
。

（
2
4
）
　
表
4
の
資
料
に
よ
る
。

（
％
）
　
表
3
よ
り
。
但
し
こ
の
比
較
で
は
「
暦
年
」
と
「
年
度
」
の
ズ

　
レ
が
あ
る
。

（
2
6
）
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
三
五
年
八
月
一
七
日
号
三
三
～
三
四
頁
。

（
η
）
　
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
三
一
年
臨
時
増
刊
号
二
三
五
頁
。
三
〇
年

　
一
一
月
に
長
崎
造
船
所
で
職
工
を
整
理
し
た
と
き
の
所
長
の
言
に
よ

　
れ
ぱ
、
同
所
が
地
理
的
に
不
利
な
関
係
も
あ
う
て
修
理
船
に
つ
い
て

　
も
殆
ど
仕
事
が
な
か
っ
た
（
前
掲
『
三
菱
社
誌
』
第
三
五
巻
四
一
七

　
貢
）
こ
と
を
想
起
す
れ
ぱ
、
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。

（
2
8
）
　
『
東
洋
経
済
新
報
』
三
六
年
八
月
一
日
号
四
〇
四
頁
。

高
橋
財
政
期
に
お
け
る
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
の
経
。

営
体
質
－
過
剰
資
本
活
性
化
過
程
の
高
蓄
積
志

向
1

　
以
上
で
み
た
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
の
経
営
状
況
を
経
営
・
財

務
諸
指
標
に
よ
っ
て
評
価
す
れ
ぱ
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
高

橋
財
政
の
開
始
直
前
（
一
一
二
年
十
月
末
）
か
ら
三
菱
航
空
機
と
の
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（107）　高橋財政期の三菱重工業

合
併
直
前
（
三
四
年
四
月
）
ま
で
の
二
年
半
は
設
備
投
資
を
殆
ど

行
わ
ず
、
固
定
資
産
額
は
＝
一
％
減
少
し
た
。
ま
た
、
総
資
産
額

の
増
加
は
僅
か
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
職
工
数
は
三

五
％
、
労
働
時
間
は
二
四
％
増
大
し
て
い
る
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

お
よ
び
表
1
に
よ
る
）
。
す
な
わ
ち
三
菱
造
船
は
、
高
橋
財
政
の

総
需
要
創
出
政
策
（
第
一
次
「
施
設
」
お
よ
ぴ
海
軍
第
二
次
補
充

計
画
）
に
対
し
て
ほ
ぼ
既
存
設
備
を
用
い
、
作
業
工
数
の
増
大

（
職
工
数
と
作
業
時
間
の
増
大
）
を
以
て
対
応
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
三
菱
航
空
機
と
の
合
併
か
ら
高
橋
財
政
期
末
ま
で
の
二
年

余
の
間
で
も
、
設
備
拡
張
は
前
述
の
横
浜
船
渠
の
買
収
が
目
立
つ

だ
け
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
支
出
額
も
平
均
総
資
本
在
高
の
五
・

七
％
に
す
ぎ
ず
、
積
極
的
設
備
拡
張
行
動
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な

い
。
高
橋
財
政
期
に
お
い
て
三
菱
造
船
（
三
菱
重
工
業
）
は
積
極

的
発
展
を
目
指
し
た
資
本
の
「
集
中
」
は
行
っ
た
が
、
「
集
横
」

は
，
こ
く
部
分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
規

模
な
借
入
金
や
社
債
を
導
入
す
る
こ
と
は
な
く
、
三
〇
年
～
三
六

年
に
お
け
る
流
動
比
率
の
値
は
ニ
ハ
ニ
～
二
〇
二
％
、
固
定
比
率

は
三
七
～
五
〇
％
で
あ
り
、
そ
の
後
の
六
年
間
の
こ
れ
ら
の
比
率

（
前
者
は
一
六
五
％
か
ら
ほ
ぼ
低
下
の
一
途
を
辿
っ
て
一
一
五
％
、

に
、
後
者
も
三
七
年
上
期
以
降
急
上
昇
し
て
そ
の
後
七
〇
％
前
後

の
水
準
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ー
バ
ヲ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ

る
）
に
比
べ
は
る
か
に
経
営
が
堅
実
で
あ
る
と
い
え
る
水
準
で
あ

っ
た
。

　
つ
ま
り
、
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
は
高
橋
財
政
期
の
総
需
要
創

出
政
策
（
直
接
的
に
は
艦
艇
・
航
空
機
・
発
動
機
の
国
家
発
注
、

間
接
的
に
は
第
一
次
「
施
設
」
）
に
対
し
て
、
積
極
的
な
設
備
拡

大
行
動
は
採
ら
ず
に
（
そ
し
て
銀
行
融
資
等
に
依
律
せ
ず
）
作
業

工
数
の
増
大
で
対
応
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
総
需
要
創
出
政
策
は

他
方
で
三
菱
造
船
を
し
て
「
積
極
的
進
出
」
へ
向
か
わ
せ
し
め
、

同
社
は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
国
家
発
注
に
依
拠
す
る
こ
と
で
好
成
綾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

を
維
持
し
て
い
た
三
菱
航
空
機
を
取
り
入
れ
た
。
そ
し
て
以
上
の

結
果
、
総
資
本
利
益
率
・
同
回
転
率
は
高
率
で
上
昇
し
、
前
述
の

よ
う
に
高
橘
財
政
期
中
に
一
五
年
戦
争
中
の
最
高
水
準
に
達
し
、

ま
た
固
定
比
率
は
低
下
、
流
動
比
率
・
自
己
資
本
比
率
も
安
定
的

に
捷
移
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
高
橋
財
政
期
は
三
菱
造
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

（
重
工
業
）
に
と
っ
て
過
剰
資
本
の
活
性
化
を
果
た
す
と
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

堅
実
経
営
を
維
持
し
て
い
た
時
期
で
あ
づ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
表
面
的
に
は
良
好
な
経
営
状
況

の
背
後
に
あ
っ
た
、
次
の
事
実
に
性
目
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
第
一
に
、
三
五
年
初
頭
に
三
菱
重
工
業
営
業
第
一
課
長
が
、
海
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軍
航
空
本
都
技
術
部
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　
「
弊
社
発
動
機
工
場
ハ
事
変
以
来
工
場
設
備
ノ
拡
張
充
実
二
努

　
メ
申
侯
処
来
年
度
ハ
本
年
度
御
註
文
数
一
七
六
基
二
比
シ
一
一

　
〇
基
ノ
激
減
ト
相
成
工
場
維
持
二
就
キ
今
ヨ
リ
苦
慮
罷
在
候
間

　
事
情
御
賢
察
被
下
追
加
御
註
文
方
何
卒
特
別
御
詮
議
賜
度
此
度

　
　
　
　
＾
4
）

　
奉
個
願
候
」
。

　
す
な
わ
ち
、
部
分
的
で
あ
る
に
し
て
も
過
剰
資
本
が
現
出
し
た

の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
同
年
下
期
（
六
月
～
二
一
月
）
の

利
益
金
処
分
は
、
「
我
重
工
業
会
社
ハ
…
国
防
工
業
の
第
一
線
二

直
面
シ
居
ル
関
係
上
尤
モ
責
任
ノ
重
大
ナ
ル
ヲ
痛
感
シ
」
、
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

点
を
「
待
機
時
期
力
準
備
時
期
」
と
考
え
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
内
部
留
保
額
が
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
図
1
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
三
五
年
下
期
以
降
、
三
菱
重
工
業
の
社
内

留
保
率
は
他
社
と
比
較
し
て
も
高
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
過
剰
資
本
が
現
出
し
た
に
も
拘
ら
ず
そ
の
僅
か
一
年

後
の
時
点
で
、
か
つ
、
膨
大
な
受
注
を
期
待
し
う
る
馬
場
財
政
の

開
始
あ
る
い
は
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
の
創
設
以
前
の
時
点
で
、

図1社内留保率の推移

鋤
η73

業工
重
L
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（109）高橘財政期の三菱璽工業

三
菱
重
工
業
は
強
い
設
備
拡
張
意
欲
を
も
ち
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
二
点
と
、
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
三
菱
航
空
機
と
の

合
併
動
機
の
最
重
点
が
「
積
極
的
進
出
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

三
菱
造
船
（
重
工
業
）
は
高
橋
財
政
期
1
－
過
剰
資
本
の
活
性
化
過

程
に
あ
っ
て
も
非
常
に
強
い
拡
大
志
向
H
高
蓄
積
志
向
を
も
っ
て

い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
橋
財
政
が
展
開
さ
れ
始
め
て

か
ら
数
年
を
経
ず
し
て
、
独
占
的
造
船
資
本
の
中
核
を
占
め
る
三

菱
造
船
（
重
工
業
）
は
、
よ
り
一
層
の
国
家
の
財
政
資
金
撒
布
を

求
め
る
体
質
を
も
つ
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
橋

財
政
期
の
有
効
需
要
創
出
政
策
は
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
に
対
し
、

過
剰
資
本
を
活
性
化
さ
せ
て
昭
和
恐
慌
か
ら
脱
出
さ
せ
る
と
同
時

に
、
国
家
に
依
存
し
な
が
ら
更
な
る
高
蓄
積
を
果
た
そ
う
と
す
る

経
営
体
質
（
軍
需
へ
の
強
い
吸
着
体
質
）
を
孕
ま
せ
し
め
た
の
で

　
＾
6
〕

あ
る
。
こ
れ
が
、
以
上
の
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
の
分
析
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
結
論
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
こ
れ
は
営
業
報
告
書
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
合
併
後

　
　
に
お
い
て
も
航
空
機
業
界
は
全
体
と
し
て
、
「
飛
行
機
製
作
と
云
っ

　
　
て
も
軍
周
機
が
大
部
分
で
、
民
間
機
は
年
に
全
都
で
十
数
台
し
か
製

　
　
作
し
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
も
－
軽
飛
行
機
が
多
く
、
－
大
型
の
も
の
の

　
　
半
数
は
輸
入
さ
れ
て
ゐ
る
」
（
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
三
五
年
七
月
一
一

　
　
日
号
二
五
員
）
と
い
う
軍
需
偏
重
産
業
で
あ
っ
た
。

（
2
）
　
過
剰
資
本
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
く
。

　
市
況
の
低
迷
ゆ
え
（
こ
こ
で
は
国
家
発
注
の
滅
少
を
合
む
）
生
産
能

　
カ
に
見
合
う
だ
け
の
生
産
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
従
っ
て
収
益
性

　
が
劣
る
資
本
、
あ
る
い
は
遊
休
状
態
に
あ
る
資
本
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
般
に
は
過
剰
資
本
あ
る
い
は
生
産
カ
の
「
処
理
」
と
か
「
整
理
」

　
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
．
れ
る
が
、
過
剰
労
働
者
を
解
雇
し
た
り
遊
休

　
設
備
を
廃
棄
・
売
却
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、
遊
休
状
態
か
ら
稼
動

　
状
態
に
向
か
い
、
利
潤
が
増
大
す
る
場
合
は
、
「
過
剰
資
本
の
活
性

　
化
」
と
い
う
表
現
の
方
が
明
確
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
三
一
年
上
期
以
来
、
三
菱
造
船
（
重
工
業
）
の
圃
定
比
率
は
造

　
船
業
、
機
械
工
業
、
製
造
業
全
体
と
比
ぺ
て
常
に
二
五
～
四
〇
％
方

　
低
位
で
あ
っ
た
（
但
し
、
造
船
業
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
三
二
年
以

　
降
の
も
の
、
出
所
は
図
1
に
同
じ
）
。

（
4
）
　
前
掲
『
社
史
資
料
』
三
五
年
版
二
月
一
四
日
付
「
昭
和
十
年
度

　
航
空
機
々
体
発
動
機
単
価
承
諾
」
。
但
し
、
こ
こ
で
の
数
値
は
表
3

　
と
は
異
な
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
表
で
も
三
四
年
度

　
か
ら
三
五
年
度
に
か
け
て
の
受
注
台
数
は
二
割
方
減
少
し
て
い
る
の

　
で
「
激
減
」
は
誇
張
が
あ
る
に
し
て
も
受
注
減
少
と
い
う
事
実
は
認

　
め
ら
れ
る
。

（
5
）
　
同
前
三
六
年
胆
二
月
二
七
日
定
時
株
主
総
会
議
事
録
。

（
6
）
　
橋
本
氏
は
、
高
橋
財
政
は
造
船
業
に
対
し
て
は
過
剰
生
産
カ
を

　
処
理
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
、
当
該
期
は
同
業
に
と
っ
て
は
発

　
展
期
と
い
う
よ
り
も
不
振
状
態
か
ら
の
回
復
過
程
で
あ
っ
た
、
と
結

　
論
す
る
（
橋
本
第
二
論
文
〔
三
〕
1
二
一
八
員
）
。
し
か
↓
、
以
上
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述
ぺ
た
こ
と
か
ら
独
占
的
造
船
資
本
の
中
核
を
占
め
る
三
菱
重
工
業

（
三
菱
造
船
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
結
論
に
は
留
保
ー
す
な
わ
ち

高
蓄
稽
志
向
の
内
包
－
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
点
を
軽

視
す
る
と
、
目
中
戦
争
期
以
降
に
展
開
す
る
積
極
的
拡
大
の
要
因
を

国
家
の
政
策
の
み
に
収
敷
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

五
　
む
す
ぴ
に
か
え
て

　
最
後
に
、
以
上
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
独
占
資
本
側
か
ら
み
た

戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
移
行
お
よ
び
国
家
財
政
に
対
す
る

影
響
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
よ
う
。

　
管
理
通
貨
制
度
を
挺
子
と
し
た
不
況
脱
出
策
と
し
て
の
有
効
需

要
創
出
政
策
は
、
過
剰
資
本
を
活
性
化
さ
せ
独
占
的
大
重
工
業
資

本
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
不
況
下
、
国
家
の
経
済
政

策
に
よ
っ
て
遊
休
費
本
は
利
潤
獲
得
に
向
か
っ
て
効
率
的
に
動
き

始
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
独
占
的
大
重
工
業
資
本
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

有
効
需
要
創
出
政
策
に
よ
っ
て
不
況
か
ら
脱
出
し
た
こ
と
だ
け
で

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
満
足
せ
ず
、
よ
り
一
層
の
発
展
を
講
じ
た
。
そ
し
て
同
政
策
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

開
始
さ
れ
た
数
年
後
に
過
剰
資
本
が
現
出
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ

の
直
後
に
国
家
の
財
政
資
金
撒
布
に
依
拠
し
な
が
ら
更
な
る
拡
犬

を
目
指
す
と
い
う
経
営
体
質
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
引
き
続
き
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ポ
リ

シ
ー
に
依
拠
し
な
が
ら
高
蓄
積
を
果
た
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
企
業

行
動
は
、
再
ぴ
過
剰
資
本
を
発
生
せ
し
め
る
危
険
性
を
伴
う
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
よ
り
一
層
の
財
政
資
金
撒
・

布
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
国
家
と
独
占
費
本
の
資
金
面
で
の
結

合
関
係
は
よ
り
強
固
に
な
り
、
国
家
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
独
占
資
本
側
か
ら
み
た
戦
時
国
家
独
占

資
本
主
義
へ
の
移
行
お
よ
び
国
家
財
政
に
対
す
る
影
響
が
認
め
ら

れ
よ
う
。
事
実
、
二
・
二
六
事
件
↓
馬
場
財
政
の
開
始
（
一
九
三

六
年
）
以
降
、
そ
れ
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
国
家
に
よ
る
独

占
資
本
に
対
す
る
補
強
政
策
は
財
政
資
金
撒
布
に
と
ど
ま
ら
ず
資

金
調
達
・
税
制
面
で
の
優
遇
政
策
、
生
産
物
価
樒
・
原
材
料
供
給

面
で
の
支
持
政
策
等
に
拡
大
し
始
め
、
周
知
の
よ
う
に
国
家
財
政

は
破
綻
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
三
菱
重
工
業
が
ど
の
よ
う

な
経
営
状
態
を
呈
し
、
い
か
な
る
企
業
行
動
を
採
っ
て
国
家
と
の

癒
着
を
一
層
強
め
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
筆
者
の
次

の
課
魑
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
犬
学
院
博
士
課
程
）
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